
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
所
明
神
社[

厳
島
遙
拝
所(

国
廳

こ
く
ち
ょ
う

神
社
（１
）･

槻
つ
き
の

瀬せ

明
神

み
ょ
う
じ
ん

（２
）)

大
黒
社
合
祀]

安
芸
国
廳

こ
く
ち
ょ
う

屋
敷

や

し

き･

厳
島
国
府
上

こ

ふ

し

ょ

う

卿け

い

屋
敷
鎮
座･

阿
岐
国
造
家

あ

き

こ

く

そ

う

け 

公
式
略
記 

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
『
風
軒
文
書
纂

ふ
う
け
ん
も
ん
じ
ょ
さ
ん

』
厳
島
神
社
定
勅
使
祭
主
田
所
主
税
元
教
家
文
書
所
収 

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
『
風
軒
文
書
纂
』
厳
島
神
社
定
勅
使
祭
主
田
所
伊
織
元
俊
家
文
書
所
収 

広
島
県
重
要
文
化
財
紙
本
墨
書
『
田
所
文
書 [ (

安
芸
国
衙
領
注
進
状
一
巻･

文
書
の
幅
二
八
㌢
長
さ
一
四
㍍)

・(

沙
弥
譲
状

し
ゃ
み
ゆ
ず
り
じ
ょ
う

一
巻･

文
書
の 

幅
二
八
㌢
長
さ
一
二
㍍)] 

』(

田
所
恒
之
輔
氏
所
蔵)

『
田
所
累
系
』
所
蔵
、
『
田
所
旧
記
、
祭
礼
控
』
所
蔵
。 

注
（
１
）

国
廳

こ
く
ち
ょ
う

神
社 

『

国
史
大
辞
典
』
に
よ
る
と
府
中
村
は
國
府
の
地
な
り
と
。
『
芸
州
府
中
荘
誌
』
一
二
六
頁
に
よ
る
と
、 

村
の
北
方
石
井
城
に
国
廳
屋
敷
に
在
り
社
地
一
畝
一
歩
有
せ
し
と
、
字
石
井
城
国
廳
屋
敷
（
現
田
所
屋
敷
内
）
往
古 

国
廳
内
に
神
社
を
設
け
廳
員

ち
ょ
う
い
ん

一
同
朝
夕
禮
拝
し
た
も
の
。 

注
（
２
）

槻
瀬

つ
き
の
せ

明
神

み
ょ
う
じ
ん 

槻
瀬

つ
き
の
せ

明
神

み
ょ
う
じ
ん

は
『
芸
藩
通
史
』
名
神
考 

安
芸
国
神
名
帳
に
正
二
位
五
前
の
位
階
と
あ
る
。『
芸
藩
通
史
』
巻
二
、
五
三 

 

二
頁
。
田
所
氏
の
宅
後
に
神
石
あ
り
、
つ
き
の
か
み
と
称
し
て
、
毎
年
正
月
三
日
、
十
二
月
晦
日
、
燈
を
献
じ
て
之 

 

を
祭
る
。 

 

田
所
家
所
蔵
し
て
い
た
文
書
及
び
関
係
文
書
一
覧
『
佐
西
四
度
使

さ
さ
い
よ
ど
の
つ
か
い

免
状
』
、
『
田
所
執
事
職
免
状
』
、
『
大
帳
所
大
判
官
代
補
任
状
』
、
『
田 

所
譲
渡
解
状
』
、
『
田
所
職
譲
状
』
『
田
所
職
補
任
廳
宣
』
、
『
安
藝
國
司
廳
宣
田
所
補
任
執
事
完
部
軄

こ
の
こ
う
べ
し
き

事
』
、
『
廳
宣
留
守
所
補
任
田
所 

執
事
職
事
散
位
佐
伯(

田
所)

惟
兼
右
人
、
補
任
彼
職
如
件
、
冝
承
知
、
依
宣
用
之
以
宣
久
寿
二
年(

一
一
五
五)

十
月
十
四
日
中
務
大
輔
兼
大 

介
平
朝(

臣
脱)(

清
盛)

書
判(

平
朝
臣
清
盛)

』
『
公
廨
給
出
入
解
状
』
、
『
新
田
開
発
解
状
目
代
裁
判
書
』
［
平(

田
所)

兼
資
解
］
、
『
安
芸
国 

留
守
所
補
任
状

る
す
ど
こ
ろ
ぶ
に
ん
じ
ょ
う

』
［
留
守
所 

補
任
大
掾
職

だ
い
じ
ょ
う
し
き

事 

従
五
位
下 

平
朝
臣(

田
所)

俊
兼
］
、
『
安
藝
国
司
某
下
知
状
寫 

書
判 

下 

左
近
将 

監(

田
所)

遠
兼
』
『(

田
所)

資
賢

す
け
か
た

姓
平
、
氏
田
所
嘉
元
二
年(

一
三
〇
四
年)

田
務
職
執
事
相
傳
之
所
帯
、
父
高
資
ヨ
リ
受
レ
譲
而
、
任
二

田
所 

惣
大
判
官
代
新
左
衛
門
尉
平
朝
臣
』
、
『
六
波
羅
御
教
書
』(

安
藝
國
田
所
資
賢)

、
『
雑
訴
決
断
所
牒 

安
芸
國
衙 

当
国
田
所
信
兼
』
、
『
安 

藝
國
目
代
施
行
状
寫(

信
兼

カ)

田
所
殿
』
、
『
安
藝
國
在
廳
石
井
末
忠
着
到
軍
忠
狀
寫
』
、『
石
井
七
郎
末
忠
へ
被
下
綸
旨 

後
醍
醐
天
皇
』
』
、 

『
常
陸
親
王
令
旨
寫
』(

田
所
惣
判
官
代
新
左
衛
門
尉
平
朝
臣
田
所
信
高)

、
『
目
録 

貞
和
五
年(

一
三
四
九)

一
装
束
証
文
』
、
『
田
所
在
俊 

至
徳
二
年(

一
三
八
五)

十
月
朔
日
、
被
レ

定
二

厳
島
上
卿
役
一

御
証
文
拝
載
ス
、
御
装
束
モ
拝
載
ス
、
正
三
位
上
厳
島
神
社
両
度
初
申
之
御
神
事 

定
勅
使
国
府
上

こ
ふ
し
ょ
う

卿 け
い

役
祭
主
兼
府
中
村
南
八
幡
別
宮
北
惣
社
も
厳
島
と
同
様
定
勅
使
祭
主
』
、
『
東
寺
雑 ざ

っ

掌
し
ょ
う

申
状 

東
寺
百
合
文
書
オ
一―

二 
五
嘉
慶
元
年(

一
三
八
七)( 

田
所
在
俊
起
請
文)

』
、
『
毛
利
元
就
供
米
返
事
寫(

切
紙)

(

包

右
馬
頭
元
就
田
所(

胤
近)

左
衛
門
殿
御
返
事 

』
、
『
永 

禄
十
年(
一
五
六
七)

元
信
舎
弟
俊
誉
一
毛
利
元
就
公
賜
御
証
文
判
形
事
』
、
『
田
所
元
昌
書
状(

折
紙)

』
、
『
府
中
田
所
鎮
守
社(

厳
島
国
府 

上
卿
屋
敷
神
殿)
田
所
家
文
書
』(

一
～
一
一) 

等
ほ
か
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
『
風
軒
文
書
纂
』
厳
島
神
社
定
勅
使
祭
主
田
所
主
税
元
教 

家
文
書
に
よ
る
と
、
天
明
五
年(

一
七
八
五)

田
所
家
所
蔵
の
三
六
〇
通
文
書
の
内
、
文
字
の
明
ら
か
な
る
、
近
衛
院
御
宇
久
寿
二
年(

一
一
五 

五)

一
御
庁
宣 

同
御
宇
仁
平
二
年(

一
一
五
二)

一
田
務
職
譲
状 

同
御
宇
一
旧
書
高
倉
院
治
承
三
年(

一
一
七
九)

一
御
国
宣 

六
三
通
の 

目
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

広
島
縣
史 

第
一
編 

地
志 
百
三
十
三
頁
に
よ
る
と 

国
府 

中
古
以
来
、
国
衙
あ
り
し
所
、
当
時
音
便
に
て
コ
フ
い
い
、
後
世
は
国
府
と
称
し
た
り
。
安
芸
国
府
は
、
今
の
安
芸
郡
府
中
村
な
り
、 

 

国
庁
屋
敷
と
呼
ぶ
地
あ
り
、
往
時
の
在
庁
田
所
家
の
裔
、
多
家
神
社
社
司
田
所
竹
槌
の
現
住
地
即
是
な
り(

３)

。 

注(

３) 

広
島
縣
史 

第
一
編 

地
志 (

発
行
一
九
二
一
～
一
九
二
四 

発
行
者 

帝
国
地
方
行
政
学
会) 

 

広
島
縣
史
第
二
編 

社
寺
志 

神
社 

四
六
頁
に
よ
る
と 

上
卿
二
員 

一
は
安
芸
郡
府
中
村
に
居
る
、
伝
え
云
う
、
古
は
年
々
朝
廷
よ
り
奉
幣
使
あ
り
し
か
、
小
松
天
皇
の
朝
、
石
井
在
俊(

『
田
所
累
系
』
に
よ
る
と
田
所
惣
判
官
代
太
郎
左
衛
門
尉
平
朝
臣 

田
所
在
俊)

を
以
て
定
勅
使
に
補
せ
ら
れ
る
と
、(

子
孫
田
所
氏
を
称
す)  (

４)

。 

注(

４) 

広
島
縣
史 

第
二
編
社
寺
志 (

発
行
一
九
二
一
～
一
九
二
四 

発
行
者 

帝
国
地
方
行
政
学
会) 

阿
岐
国
造
は
『
先
代
旧
事
本
紀
』
「
現
代
語
訳
」
巻
十
国
造
本
紀
、
五
八
七
頁
に
よ
る
と
、
天
湯
津
彦
命

あ
ま
の
ゆ
つ
ひ
こ
の
み
こ
と

五
世
孫
・
阿
岐
国
造･
飽
速
玉
命

あ
き
は
や
た
ま
の
み
こ
と

「
国
造
氏
族
は
佐
伯
氏
と
伝
え
ら
れ
、
厳
島
神
社
の
神 

主
と
な
っ
て
以
来
、
代
々
世
襲
し
て
き
た
。
田
所
明
神
社
の
田
所
氏
も
国
造
佐
伯
氏
の
後
裔
と
さ
れ
る
。
速
谷
神
社
は
飽
速
玉
命

あ
き
は
や
た
ま
の
み
こ
と(

飽
速
玉
男
命)

を
祭
る
。
東
広
島
市
西
条
の
三
ッ
城
古
墳

み
つ
じ
ょ
う
こ
ふ
ん

が
国
造 

氏
族
の
墓
と
さ
れ
る
」
。

国

造

く
に
の
み
や
つ
こ

は
国
史
大
辞
典
２
、
八
四
一
頁
に
よ
る
と
、
古
代
の
地
方
豪
族
で
伴
造
に
対
応
す
る
氏
姓
時
代
の
地
方
官
。
『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅰ
神
話･

伝
説 

先 

代
旧
事
本
紀
一
〇
国
造
本
紀
に
よ
る
と
、
「
阿

尺

国

造

あ
さ
か
の
く
に
の
み
や
つ
こ(

阿
尺
国
・
阿
岐
国
造
同
祖)

・
思

国

造

し
だ
く
に
の
み
や
つ
こ(

陸
奥
国
・
阿
岐
国
造
同
祖)

・
伊
久
国
造

い
く
の
く
に
の
み
や
つ
こ(

陸
奥
国
伊
久
・
阿
岐
国
造
同
祖)

・
染

羽

国

造

し
め
は
の
く
に
の
み
や
つ
こ 

(

陸
奥
国
標
葉
・
阿
岐
国
造
同
祖)

・
信

夫

国

造

し
の
ぶ
の
く
に
の
み
や
つ
こ(

信
夫
国
・
阿
岐
国
造
同
祖)

・
白

河

国

造

し
ら
か
わ
の
く
に
の
み
や
つ
こ(

磐
城
国
白
河
・
阿
岐
国
造
同
祖)

・
佐
渡
国
造

さ
ど
の
く
に
の
み
や
つ
こ(

佐
渡
国
・
阿
岐
国
造
同
祖)

・
怒
麻
国
造

ぬ
ま
の
く
に
の
み
や
つ
こ(

伊 

予
国
野
間
・
阿
岐
国
造
同
祖)

・
波
久
岐
国
造

は
く
き
の
く
に
の
み
や
つ
こ(

波
久
岐
国
・
阿
岐
国
造
同
祖)

等
は
天
湯
津
彦
命

あ
ま
の
ゆ
つ
ひ
こ
の
み
こ
と[

安
芸
津
彦
命

あ
き
つ
ひ
こ
の
み
こ
と(

埃
の
宮
・
多
家
神
社
の
主
祭
神
の
一
座･

阿
岐
国
の
開
祖
神) ]

を
遠
祖
と
さ
れ
て 

い
る
。(

５)｣

注(

５)

『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅰ
六
七
三･

六
七
四
頁
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
「
現
代
語
訳
」
巻
第
十
国
造
本
紀 

五
四
一･

五
四
二･

五
四
六･
五
五
一･

五
四
五
頁
。
大
化
の
改 

新
以
後
、
国
造
を
廃
せ
ら
れ
た
。
田
所
氏
の
先
祖
は
佐
伯
姓
を
名
の
り
、
現
在
の
佐
伯
区
三
宅
の
田
所
屋
敷
に
住
み
佐
伯
郡
の
郡
司
を
務
め
て
い
た
が
国
司
の
遙
任
が
多
く
な
っ
て
か
ら
国
府
に
入 

り
、
在
庁
官
人
と
な
っ
た
。
田
所
と
は
在
庁
の
行
政
事
務
の
う
ち
、
主
と
し
て
土
地
関
係
書
類
を
管
理
す
る
一
つ
の
部
門(

所)

で
あ
っ
た
。
佐
伯
氏
が
在
庁
官
人
と
な
っ
て
田
所
執
事
の
職
を
世
襲 

す
る
よ
う
に
な
り
田
所
氏
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た(

６)

。
注(

６)

五
日
市
町
史
上
巻
一
五
〇
頁
。
田
所
氏
は
後
に
府
中
に
出
て
、
有
力
在
庁
官
人
［
田
所
惣
大
判
官
代

そ
う
だ
い
は
ん
が
ん
だ
い･

田
所
職
や
大
椽
職

だ
い
じ
ょ
う
し
き

等
］
と
な 

る
。
一
族
は
厳
島
神
社
神
主
に
も
な
っ
て
い
る
。
『
田
所
累
系
』
に
よ
る
と
田
所
氏
は
「
佐
伯
」
を
本
姓
と
し
、
姓
を
佐
伯
の
ほ
か
平
、
三
宅
、
田
所
、
藤
原
等
と
も
称
し
た
。
氏 う

じ

は
大
化
の
改
新
以 

前
の
制
度
や
平
安
期
の
職
名
か
ら
田
所
氏
と
し
た
。
現
在
ま
で
、
本
姓
は
旧
来
の
佐
伯
を
踏
襲
し
つ
つ
、
氏
は
田
所
を
踏
襲
し
て
い
る
。
佐
伯(

田
所)

資
隆
は
平
安
時
代
の
初
め
頃(

九
〇
〇

±

年)

、 

五
日
市
三
宅
の
田
所
屋
敷
か
ら
府
中
に
赴
任
し
た
。
以
後
国
府
の
有
力
在
庁
官
人
と
し
て
世
襲
し
た
。
田
所
氏
が
世
襲
し
た
主
な
職
名
は
、
佐
西
四
度
使

さ
さ
い
よ
ど
の
つ
か
い･

田
所
執
事
職
、
田
所
惣
大
判
官
代
三
善

み

よ

し

（
荘 

園
を
経
営
す
る
役
職
名
）
信
職

の
ぶ
も
と

、
大
帳
所
惣
大
判
官
代
三
善
兼
信･

田
所
執
事
職
、
田
所
執
事
完
部
職

こ
の
こ
う
べ
し
き

、
田
所
文
書
執
行
職
、
田
所
完
部
職

こ
の
こ
う
べ
し
き

、
田
所
惣
大
判
官
代
藤
原
朝
臣
経
兼･

執
事
兄
部
職

こ
の
こ
う
べ
し
き

、 

田
所
惣
大
判
官
代
田
所
執
事
職
、
田
所
大
判
官
代
散
位
藤
原
朝
臣
佐
伯
惟
兼
、
田
所
執
事
職
散
位
佐
伯
惟
兼
、
田
所
惣
大
判
官
散
位
佐
伯
朝
臣
則
兼･

田
所
書
生
職･

収
納
使(

７)

田
所
則
兼
、 

注(

７) 

収
納
使

し
ゅ
う
の
う
し

『
山
川 

日
本
史
小
辞
典
』
（
改
訂
新
版
）
山
川
出
版
社 

四
六
〇
頁
に
よ
る
と
、
平
安
中
期
以
降
、
受
領

ず
り
ょ
う

国
司
に
よ
っ
て
在
地
へ
派
遣
さ
れ
た
国
使
。
税
物
の
徴
収
・
収
納
に
あ
た
っ 

た
。
目
代

も
く
だ
い

や
惣
大
判
官
代
な
ど
の
肩
書
を
も
つ
国
衙

こ

く

が

官
人
で
、
受
領
腹
心
の
者
が
任
じ
ら
れ
、･･････

郡
・
郷
を
単
位
と
し
て
派
遣
さ
れ
，
国
衙
官
人
の
書
生
と
郡
司
を
率
い
て
，
郡
・
郷
収
納
所 

 

を
構
成
し
徴
税
を
行
っ
た
。
受
領
に
よ
る
国
衙
機
構
再
編
成
の
重
要
な
一
環
と
い
え
る
。 

田
所
惣
大
判
官
代
散
位
下
総
権
守
藤
原
朝
臣
為
兼
、
田
所
文
書
所
、
田
所
惣
大
判
官
代
権
介
平
朝
臣
兼
資･

書
生
職
、
田
所
大
判
官
代
散
位
平
兼
資･

田
所
書
生
職
、
田
所
惣
判
官
代
資
家
平
朝
臣
、 

大

椽

職

だ
い
じ
ょ
う
し
き

平
朝
臣
俊
兼
、
田
所
惣
大
判
官
代
左
近
将
監
平
朝
臣
遠
兼
、
田
所
惣
判
官
代
新
左
衛
門
尉
平
朝
臣
高
資
、
田
務
職
執
事
相
傳
之
所
帯
ヲ
父
高
資
ヨ
リ
譲
リ
受
ケ
田
所
惣
大
判
官
代
新
左
衛
門
尉
平
朝
臣
資
賢

す
け
か
た

、*

奉
幣
使
、
厳
島
国
府

こ

ふ

上
し
ょ
う

卿
役

け
い
や
く

定
勅
使
祭
主
等
で
あ
っ
た
。
田
所
執
事
職
の
佐
伯
三
宅
信
職

の
ぶ
も
と

は
延
久
４
年
（
一
〇
七
二
）
頃
、
広
大
な
屋
敷
を
有
し
国
廳
神
社
を
建
立
。
朝
夕
、
国
府
の
在
庁
官
人
を
は
じ
め
所
従
が
厳
島
の
方
向
に
向
か
っ
て
礼
拝
し
、
安
芸
国
の
政
治
を
掌

っ
た
と
伝
わ
る
。
『
宮
島
町
史
』
資
料
編 

地
誌
紀
行
編
Ⅰ
芸
藩
通
志
巻
十
四 

祭
祀
祈
祷
、
三
二
九
頁
に
よ
る
と
、
山
槐
記

さ
ん
か
い
き(

８)

に｢

治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
二
月
二
十
九
日
初
申
神
事
は 

被
レ

発
ニ

遣
祈
年
穀
一

ヲ

奉
二

弊
安
芸
伊
都
岐
島
一

二

、
可
レ

キ

令
レ

列
二
十
二
社
一

二

之
由
、
有
二

沙
汰
一

頭
ノ

中
将
通
親
朝
臣
、
被
二

仰
下
一

云
々
、
而
猶
彼
社
祭
日
只
可
レ

令
レ

預
官
幣
二

二

之
由
有
レ

議
被
レ

止
二
十
二
社
例

ヲ
一

と
あ
り
。
注(

８) 

山
槐
記
は

、
中
山
忠
親
の
日
記
。
中
山
忠
親
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌

倉
時
代
初
期
の
公
卿
で
内
大
臣
を
務
め
た
人
物
。
現
存
す
る
伝
文
に
よ
れ
ば
、
記
載
時
期
は
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
か
ら
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
ま
で
の
四
〇
年
間
あ
ま
り
で
あ
る
。(

治
承
三
年(

一
一
七
九)

以
降
、
安
芸
国
の
国
祭
で
あ
る
初
申

御
神
事

み

し

ん

じ

に
お
い
て
当
初
京
都
よ
り
勅
使
が
使
わ
さ
れ
た
。
後
に
『
芸
藩
通
志
』
巻
一 

一
九
三
頁
、
一
九
四
頁
に
よ
れ
ば
【
又｢

按
に

あ
ん
ず
る
に

、
『
拾

芥

抄

し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う

』(

９)

に
、
正
月
下
亥
日
、
伊
都
岐
島
祭
、
官
幣
近
代
無
二

其
沙
汰
一

欤
、
と
あ
り
。
さ
れ
ば
後
に
官

幣
を
止
め
ら
れ
し
、
な
る
べ
し
。
其
の
頃
よ
り
、
専
ら
故
国
府
、
田
所
氏
己
下
の
祠
官
等
、
祭
事
を
掌
る
こ
と
に
な
り
に
し
な
ら
む
か
。
初
申
祭 

毎
年
、
二
月
、
十
一
月
、
こ
れ
を
行
う
。
】
こ
の
頃
よ
り
勅
使
の
代
わ
り
に
国
府
上
卿

こ
ふ
し
ょ
う
け
い

と
よ
ば
れ
、

在
庁
官
人
兼*

奉
幣
使
を
兼
務
し
た
。
鎌
倉
中
期
頃
よ
り
、
田
所
氏
が
有
力
在
庁
官
人
と*

奉
幣
使
を
、
田
所
信
高
ま
で
兼
務
し
た
。
注(

９) 

『
拾

芥

抄

し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う

』
国
史
大
事
典
７
二
五
三
頁
に
よ
る
と
現
存
本
は
三
巻
。
和
田
英
松
は
永
仁
二
年(

一
二
九
四)

の

写
本
の
あ
る
『
本
朝
書
籍
目
録

ほ
ん
ち
ょ
う
し
ょ
じ
ゃ
く
も
く
ろ
く

』
に
『
拾

芥

抄

し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う

』
が
み
え
る
の
で
永
仁
二
年(

一
二
九
四) 

洞
院
公
賢

と
う
い
ん
き
ん
か
た

四
歳
の
年
以
前
の
成
立
と
し
た
。
鎌
倉
時
代
中
期
に
は
原
型
が
成
立
し
、
暦
応
年
間
に
公
賢
が
そ
れ
を
増
補
・
校
訂
し
た
と
考
え
る
。 

田
所
惣
大
判
官
代
新
左
衛
門
尉
兼*

奉
幣
使
田
所
資
賢

す
け
か
た

の
七
男･

石
井
七
郎
末
忠

い
し
い
し
ち
ろ
う
す
え
た
だ

公
は
、
後
醍
醐
天
皇
よ
り
綸
旨

り

ん

じ

を
賜
り
、
建
武
の
新
政
を
成
す
。
延
元
元
年
（
一
三
三
六
）
湊
川
の
戦
い
で
楠
正
成
公
と
と
も
に
石
井
七
郎
末
忠
公
は
忠
死
さ
れ

た
。
田
所
信
高
は 

姓
平
、
氏
田
所 

建
武
二
年(

一
三
三
五)

十
月
、
父
信
兼
ヨ
リ
受
レ

譲
、
任
二

田
所
惣
判
官
代
新
左
衛
門
尉
平
朝
臣
一

、
田
所
惣
判
官
代
新
左
衛
門
尉
平
朝
臣
兼
厳
島
神
社
両
度
初
申
之
御
神
事
奉
幣
使
祭
主
と
な
っ
た
。
田
所
信
高

は
永
和
五
年(

一
三
七
九)

二
月
廿
五
日
、
厳
島
社
御
勅
使
装
束
破
損
ニ
付 

為
二

料
足
一
当
国
入
野
郷
一

町
之
内
三
段
、
黒
瀬
村
二
段
、
以
上
五
段
拝
受
之
免
状
ア
リ
。
在
庁
官
人
の
田
所
在
俊

あ
り
と
し

は
、
貞
治

じ
ょ
う
じ

五
年
（
一
三
八
七
）
父
田
所
信 の

ぶ

高 た
か

よ
り
田
所
惣

大
判
官
代
太
郎
左
右
衛
門
尉
兼
奉
幣
使
を
譲
り
受
け
、
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
正
三
位
上
安
芸
国
厳
島
神
社
両
度

り
ょ
う
ど

初
申

は
つ
さ
る

の
御
神
事

み

し

ん

じ

定
勅
使
祭
主
兼
安
芸
郡
府
中
村 

南
八
幡
別
宮 

北 

惣
社
も
厳
島
と
同
様
定
勅
使
祭
主
に
補
せ
ら
れ
、
御
証
文
と

御
装
束
を
拝
載
す
。
事
後
、
田
所
氏
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
ま
で
定
勅
使
祭
主
を
約
一
二
〇
〇
坪
の
安
芸
国
廳
屋
敷･

厳
島
国
府
上
卿
屋
敷
に
お
い
て
代
々
相
続
し
た
。
又
、
中
古
よ
り
国
廳
神
社
の
神
事
を
中
心
に
氏
子
の
農
耕
養
蚕
商
業
に
よ

っ
て
、
生
活
の
基
礎
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
大
正
五
年
十
一
月
、
最
後
の
厳
島
国
府
上
卿
役
祭
主
で
、
の
ち
の
多
家
神
社･

埃
宮
社
司(

本
姓
佐
伯)

田
所
元
善
元
繁
竹
槌
は[

厳
島
遙
拝
所
（
国
廳
神
社･

槻

瀬

明

神

つ
き
の
せ
み
ょ
う
じ
ん

）･

大
黒
社
三
社]

の
御
祭
神
を
合

祀
し
、
田
所
明
神
社
と
改
め
、
氏
子
万
民
と
と
も
に
盛
大
な
御
遷
座
祭
が
斉
行
さ
れ
、
国
家
安
泰･

家
内
安
全･

五
穀
豊
穣
等
、
神
明
に
加
護
を
祈
っ
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
秋
、
石
井
七
郎
末
忠
公
は
大
正
天
皇
よ
り
正
五
位
を
追
贈

つ
い
ぞ
う

さ
れ
、
有

志
に
よ
り
、
石
井
城
址
に
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
田
所
明
神
社
は
万
民
崇
敬
者
の
家
内
安
全･

農
耕
安
産
生
育･

厄
除
け･

学
業
成
就･

商
業
繁
栄
等
に
お
い
て
霊
験
あ
ら
た
か
で 

神
威
明
照
御
神
徳 

高
く
尊
崇
篤
き
神
社
で
す
。 

田
所
名
水･

御
神
水
は
旧
厚
生
省
の
お
い
し
い
水
の
要
件
に
適
合
し
、
広
島
県
環
境
保
健
協
会
一
般
項
目
検
査
適
合
し
た
、
県
内
唯
一
の
で
銘
水
で
す
。 

詳
細
は
『
田
所
明
神
社
公
式
サ
イ
ト
』
で
検
索
下
さ
い
。
様
々
な
資
料
を
綺
麗
な
画
面
で
ご
清
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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